
脳の発達とまなざし

           

サポチル関東主催
子どもの精神分析的心理療法・臨床セミナー IN 関東 2025 

【講師】
●筒井 亮太 たちメンタルクリニック／上本町心理臨床オフィス

【指定討論】
●松本 拓真 岐阜大学教育学部

●村田 朱美 日本赤十字社医療センター

対 象 者 ：臨床心理士,公認心理師,医師,それに準ずる専門家,大学院生・研修生

受 講 料 ：7,000円（単回受講）※今年度臨床セミナーご参加中の方はお申込み不要です。

申込締切 ：2025年12月7日

  ※下記のURL、もしくは右のQRコードよりお申込みください。

サポチル関東 事務局 

〒330-0835 さいたま市大宮区北袋町1-332第一経営ビル1階 こうぬま心理相談室内

E-mail： info-kanto@sacp.jp  X：@info_kanto   URL：https://sacp.jp/2025/10/19/8286/

人間関係は脳神経の知見からどのように捉えられる

のでしょうか。

対人神経生物学の第一人者アラン・ショアは、親子

の「右脳間相互作用」が子どもの情緒発達や愛着形

成に重要な役割を果たすと提唱しています。

本シンポジウムでは、ショアの理論を手がかりに、

胎児期から思春期・青年期までの脳発達、養育者・

支援者の関わりについて、考えたいと思います。

2025/12/21(日)13:00～17:30

(敬称略)
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